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L10型の結晶構造を持つ 3d 遷移金属規則合金薄膜は高い垂直磁気異方性をもつレアメタルフリ

ー高機能新規磁性材料として注目を集めている。中でも、L10-FeCoはより高い磁気モーメントを

持つと予測されているが、L10相が非平衡構造であるため、ヘテロ接合界面における原子スケール

での構造乱れによって規則度が低下し面直磁化は実現していない。 
 

これまでに我々は窒化物原子層の窒素サーファクタント効果を使用した L10 型規則合金薄膜の

作製に取り組み、Cu(001)基板上に成長させた L10-FeNi規則合金薄膜において垂直磁化の実現に世

界で初めて成功している[1]。そこで今回、窒素サーファクタント効果を利用して FeCo 規則合金

薄膜の初期成長段階である Cu(001)基板上の窒化鉄 2 原子層にコバルトを 1 原子層積層した試料

を作製し、その構造と電子・磁気状態を低エネルギー電子線回折(LEED）および X 線吸収分光法

/X 線磁気円二色性（XAS/XMCD）を用いて調べた。 
 

窒化鉄 2 原子層は Cu(001)基板上への N＋イオンボンバードメントによって作製した N/Cu(001) 

表面に鉄を室温で蒸着し、約 350℃で加熱処理により作製した。その後、コバルト 1 原子層を約

-100℃での低温蒸着により積層し、室温、200℃、300℃にて加熱処理した試料の XAS/XMCD測定

を UVSOR BL4B にて行った。結果、窒化鉄 2原子層は先行研究同様、強い面内磁気異方性が観測

されたが[2]、コバルト 1 原子層積層後に加熱処理した試料においては Fe層の面直磁化の相対的

な増大が確認された。また、加熱処理温度 300℃の試料については保磁力の減少が見られた。LEED

による構造評価の結果も併せて、室温〜200℃での加熱処理では Fe/Co 界面の規則性が向上して

L10-FeCo の特有の面直磁化が増大し、300℃での加熱処理では窒素原子の脱離に起因して接合界

面における Fe, Co原子の相互拡散が誘起されて規則度と保磁力が低下したと考えられる。 
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